
農
産
物
直
売
施
設
を
軸
に

町
営
路
線
バ
ス
の
新
設
も

町
と
の
連
携
も
図
り

住
民
が
主
役
の
活
性
化
へ

地
域「
ら
し
さ
」を
活
か
す

を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、地
域
住
民
の
代
表

が
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄

り
、地
域「
ら
し
さ
」を
発
揮
で
き

る
よ
う
、そ
し
て
、「
み
ん
な
が
足

を
運
ん
で
み
た
く
な
る
場
所
」を

目
指
し
て
、検
討
を
重
ね
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
は
、地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な

が
ら
、運
営
組
織
等
も
形
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、地
域
が
持
つ
特

色
を
掘
り
起
こ
し
、誇
り
を
持
て

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ

う
、北
部
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
、町
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■
問
合
せ　

役
場
北
部
地
域
活
性

化
推
進
室
☎
２
９
６

－

７
８
８
７

　

地
域
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な

く
、新
た
な
課
題
と
向
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

そ
の
ひ
と
つ
に
、地
域
の
魅
力

や
資
源
を
再
発
見
し
て
、人
を
集

め
る
素
材
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

上
熊
井
地
区
で
は
、地
域
資
源

の
活
用
と
観
光
化
を
実
現
す
る
た

め
、そ
の
具
体
的
手
法
の
検
討
組

織
と
し
て
、上
熊
井
地
区
活
性
化

委
員
会
の
中
に
新
た
に
専
門
部
会

　
「
各
種
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
」

は
、交
流
人
口
を
増
や
し
て
地
域

の
観
光
化
を
推
進
す
る
た
め
、文

化
資
源
や
自
然
資
源
を
活
用
し

た
、よ
り
具
体
的
な
施
策
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

の
運
営
等
に
も
活
用
で
き
る
場
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

　
「
農
産
物
直
売
施
設
整
備
事
業
」

は
、北
部
地
域
の
主
要
産
業
で
あ

る
農
業
を
振
興
し
、６
次
産
業
化

の
推
進
も
視
野
に
入
れ
、上
熊
井

地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と

一
体
的
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、地
域
経
済
振
興
の
拠
点

と
す
る
こ
と
で
、地
域
内
外
の
交

流
を
促
進
し
、誰
で
も
気
軽
に
立

寄
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
目
指

し
ま
す
。

　
「
町
道
第
52
号
線
外
整
備
事
業
」

は
、道
路
の
拡
幅
・
直
線
化
並
び

に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
で
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、広
域
幹

線
道
路
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
「
地
区
内
生
活
道
路
等
整
備
事

業
」は
、地
域
全
体
の
道
路
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、住
環
境
の
向

上
と
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
上
熊
井
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
」は
、地
域
交
流
の
拠
点

施
設
と
す
る
こ
と
で
、地
域
福
祉

　

地
域
の
課
題
は
何
か
、ど
ん
な

未
来
を
描
い
て
い
る
の
か
。そ
の

た
め
に
誰
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
、必
要
と
な
る
材
料
や
資
源
は

何
か
。こ
の
よ
う
な
事
項
を
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、地
域

づ
く
り
・
計
画
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
す
。

　

上
熊
井
地
区
で
は
、地
域
の
方

が
主
体
と
な
っ
て
前
述
の
課
題
と

向
き
合
い
、地
域
が
目
指
す
将
来

像
を
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

　町の役割は、すべての町民が豊か
で安心した生活を送ることができる
よう、行政サービスを提供することで
す。また、地域の将来に夢と希望を持
てるまちづくりを進めることも必要
です。
　昨年５月号に引き続きご紹介する
北部地域の活性化は、まちづくりの新
たな一歩の形であり、町の最重要課題
に位置付けられています。
　そのために、地域の人材や自然、資
源、文化活動などを結び、地域内外か
ら多くの方が集まる交流拠点となる
よう、新たな賑わいの創造に向け取り
組んでいきます。

　上熊井地区では、地域が目指す将来
像を街づくりプランにまとめるとともに、
地域の代表８人を構成員とする上熊井
地区活性化委員会を設置しました。
　そして、昨年５月に第１回目となる活
性化委員会を開催し、10月までに全６
回の協議・検討を重ね、上熊井地区活
性化取組方針（案）を取りまとめました。
　そして、11月に開催された大字集会
において、地区の皆さまからの承認を得
て、上熊井地区活性化取組方針が決定
され、地区の計画として位置付けられま
した。
　なお、この取組方針は、地区と町との
協働で策定した、双方の計画となってい
ます。

　昨年の広報５月号に、泉井地区の街づくりの概要をご
紹介しましたが、上熊井地区でも地域の活性化を目指し
た計画を策定しましたのでご紹介します。

北部地域の活性化に向けて
「上熊井地区活性化取組方針」

策定までの歩み

北部地域の活性化は

まちづくりの
新たな一歩

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、昨
年
７
月
24
日
に
は
、

地
域
と
町
と
の
協
働
で
地
域
の
活

性
化
を
進
め
る
こ
と
を
約
束
す
る

「
活
性
化
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、活
性
化
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
を
検
討
す
る
た
め
、地

域
住
民
で
組
織
し
た
活
性
化
委
員

会
で
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。そ
し

て
、上
熊
井
地
区
の
将
来
像
を
形

づ
く
る
計
画
と
し
て「
上
熊
井
地

区
活
性
化
取
組
方
針
」を
策
定
し
、

昨
年
11
月
に
大
字
の
計
画
と
し
て

も
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
組
方
針
に
は
、第
１
期
事
業

期
間（
平
成
28
年
度
～
平
成
32
年

度
）に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し

て
、６
つ
の
事
業
を
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
町
営
路
線
バ
ス
新
設
事
業
」

は
、泉
井
地
区
活
性
化
事
業
と
連

携
さ
せ
、北
部
地
域
の
公
共
交
通

空
白
地
帯
を
結
び
、東
武
東
上
線

高
坂
駅
ま
で
の
路
線
を
確
保
す
る

計
画
で
す
。

　

ま
た
、越
生
駅
東
口
の
整
備
に

あ
わ
せ
、越
生
駅
と
高
坂
駅
を
結

ぶ
町
営
路
線
バ
ス
と
す
る
計
画
で

も
あ
り
、町
内
の
公
共
交
通
網
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

泉
井
地
区
に
続
い
て
、上
熊
井
地
区
で
も

　 

「
活
性
化
取
組
方
針
」を
策
定

地域をつなぐ拠点を目指して

1

4
5
6

2
3

■交通網整備

つの事業

上熊井地区活性化取組方針
第１期計画期間中の

■生活周辺環境の整備

■産業振興対策

■各種ソフト事業の推進

町営路線バス新設事業

6

上熊井地区集落センター整備事業

農産物直売施設整備事業

定住者確保
安心安全な社会環境整備
自然を守りながらの町おこし

町道第52号線外整備事業

地区内生活道路等整備事業

概算総事業経費3,000万円
  ※泉井地区活性化事業連携経費

概算総事業経費1億6,200万円

概算総事業経費4億円

概算総事業経費5億円（8億円）
　※（　）は第2期取組方針事業分を含む

概算総事業経費4,300万円
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